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堀川堀川10001000人調査隊人調査隊20102010事務局事務局 平成平成2323年年33月月1919日日

第８ステージは、木曽川からの３箇年の導水が終了した後の秋から初冬に実施した調
査です。

調査期間は、平成２２年９月１２日から１２月１７日でした。



堀川1000人調査隊2010

～堀川社会実験～
1.目的
堀川浄化のため、木曽川の清らかな水を堀川へ流し、その浄化

効果を市民とともに検証する。
(1)新規浄化施策への展開
(2)生態系への影響の把握
(3)市民の浄化活動の継続と盛り上げ
(4)流域全体の浄化意識向上への展開

2.水源及び導水量
(1)水 源 一級河川木曽川水系木曽川
(2)導水量 毎秒0.4立方メートルを上限

3.実施期間
(1)実験期間:概ね5年間（平成19年4月から平成24年3月まで）

(導水終了後の事後調査、評価期間を含める)
(2)導水期間:平成19年4月22日から平成22年3月22日

の3年間・・・終了

堀川1000人調査隊2010結成
（平成１９年４月２２日）

導水による浄化効果を市民の視点と感覚
で調査を開始

■市民の視点と感覚

・汚れ ・透明感 ・色 ・あわ ・臭い

・ごみ ・生き物など
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■ 庄内川からの導水の増量実験（追加実験）
1.水源及び導水量
(1)水 源 一級河川庄内川水系庄内川
(2)導水量 毎秒0.4立方メートルを上限に増量

(総導水量：毎秒0.7立方メートルを上限)

2.増量期間
(1)実験期間：平成22年10月1日から平成22年12月31日
(2)増量期間：平成22年10月5日から平成22年11月 2日

堀川１０００人調査隊２０１０は、堀川の浄化と再生を願う市民の活動の場（定点観測
隊、自由研究隊、応援隊）として、平成１９年４月２２日に発足しました。

定点観測隊は、木曽川からの導水による堀川の浄化効果を市民の視点と感覚で調べ
ています。自由研究隊は、堀川を自由な視点で研究をしています。応援隊は、自由なス
タイルで堀川の浄化・再生を応援しています。そして、この３つの活動が堀川の浄化と再
生を願い、大きなネットワークの中でお互いに手をつないで活動をしています。

木曽川からの導水は、平成１９年４月２２日から平成２２年３月２２日の３年間行われ
ました。

第８ステージの調査は、木曽川からの導水が終了した後の堀川の状況の変化を調べ
るため、春から初夏の状況を調べた第７ステージに引き続き、秋から初冬の状況を調べ
るために実施しました。

また、調査期間のうち１０月５日から１１月２日の間は、庄内川からの導水が毎秒０.３
立方メートルから０.７立方メートルに増量（０.４立方メートル増量）されました。第８ステー
ジでは、庄内川からの導水の増量による堀川の変化もあわせて調べました。

庄内川からの導水増量分の毎秒０.４立方メートルは、１秒間に一般の家庭のお風呂
の浴槽２杯分程度の量です。木曽川から導水された量と同じ量です。



堀川1000人調査隊2010

■定点観測隊

私たちは堀川浄化の社会実験
の効果を調査しています！

■自由研究隊

私たちは自由なテーマで堀川を
研究しています！

■堀川応援隊

私たちは、堀川浄化を応援して
います！

堀川の自浄能力

の回復は？

堀川を清流に

木曽川からきれいな水を導水
平成19年4月22日から３箇年（平成22年3月22日停止）

・浄化の効果の確認
・市民の浄化活動の継続と盛り上げ
・流域全体の浄化意識の向上

浄化の効果は？

堀堀 川川

・水の汚れは？

・水の透明感は？

・水の色は？

・あわは？

・臭いは？

・ごみは？

・生き物たちは？

いろいろな動植物の

生育・生息・繁殖環境

の回復は？

＝生物の多様化

22

第８ステージ
■ 木曽川からの導水終了後の調査（秋～初冬の調査）

平成２２年９月１２日から１２月１７日
■ 庄内川からの導水増量時の調査 0.4m3/s増量

平成22年１０月５日から１１月２日(0.3m3/s→0.7m3/s)

定点観測隊は、市民の視点と感覚を中心にして、水の汚れ、水の透明感、水の色、あ
わ、臭い、ごみ、生き物たちなどで導水による浄化効果を調べています。



調査隊の登録状況
(平成１９年３月２６日受付開始)

80隊

863人

55隊

497人
定点観測隊

2,134隊

16,287人

165隊

2,262人
計

2,017隊

14,792人

88隊

1,531人
応援隊

37隊

632人

22隊

234人
自由研究隊

現 在
平成23年3月19日現在

発足時
平成19年4月22日
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３月１９日現在の調査隊の登録状況です。

定点観測隊が８０隊、８６３人、自由研究隊が３７隊、６３２人、応援隊が２ ,０１７隊、
１４,７４４人、合計で２,１３４隊、１６,２８７人です。

発足時は１６５隊、２,２６２人でしたので、堀川の浄化と再生を願う市民のネットワーク

が大きく広がったことがわかります。



調査期間・調査結果の報告数

８１件平成21年12月17日～平成22年3月31日中間

５４件平成21年7月1日～9月26日中間

１２０件秋～初冬/平成21年9月27日～12月16日第６ステージ

春～初夏/平成21年4月1日～6月30日

平成20年12月17日～平成21年3月31日

秋～初冬/平成20年9月28日～12月16日

平成20年7月1日～9月27日

春～初夏/平成20年4月1日～6月30日

平成19年12月17日～平成20年3月31日

秋～初冬/平成19年9月8日～12月16日

平成19年7月1日～9月7日

春～初夏/平成19年4月22日～6月30日

調査期間

６４件中間
１５２件第４ステージ
１００件中間

１４５件第５ステージ

１０３件中間
２４５件第３ステージ

１３４件中間
２５８件第１ステージ

３８３件第２ステージ

報告数
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秋～初冬/平成22年9月12日～12月17日

平成22年7月1日～平成22年9月11日

春～初夏/平成22年4月1日～6月30日

44件中間

104件第８ステージ

１１１件第７ステージ

2,098件計

定点観測隊の活動の状況について説明します。

定点観測隊は、木曽川からの導水が停止した後も観測を継続しており、第８ステージ
終了までの間に２,０９８回の観測を実施しました。

これまでの調査で、堀川の猿投橋から下流区間（感潮区間）は、潮の干満によって、水
域の様子が時々刻々と変化していることがわかってきました。また、定点観測隊がたくさ
んの観測（いろいろな場所、潮の状態、時間帯に観測）をすることで、堀川の平均的な状
態をとらえられることができ、その変化の傾向がとらえられることがわかってきました。木
曽川からの導水による堀川の浄化効果と導水停止後の変化も少しずつ見えてきました。



堀川１０００人調査隊
中部の未来創造大賞

特別賞（中日新聞社賞）を受賞

66

平成２２年１２月１６日、名古屋市中区の名古屋合同庁舎２号館（８階会議室）で「中
部の未来創造大賞」の表彰式が開催されました。

堀川１０００人調査隊は、特別賞（中日新聞社賞）を受賞いたしました。

たくさんの市民の皆さんと、行政が連携し、堀川の浄化・再生に向けて積極的に活動
している姿が、中部の未来を創造するに相応しい活動として認められ、表彰していただ
いたものです。



庄内川からの導水の増量実績

－２９日９月

２７日３１日１０月

２日３０日１１月

－１７日１２月

１０７日

第８ステージ

調査日数

２９日(27%)
(％：増量日数/調査日数×100)

計

庄内川からの導水

増量日数
調査月

1111注）増量日数は、導水の増量が少しでもされた日を１日として計算

第8ステージ調査期間
平成22年9月12日～12月17日

第８ステージの調査期間の日数は、平成２２年９月１２日～１２月１７日の１０７日でし
た。

庄内川からの導水の増量は、平成２２年１０月５日から平成２２年１１月２日の間で行
われ、増量日数は、２９日でした。

第８ステージの期間日数（１０７日）の２７％の日で導水が増量されました。

注）導水日数は、導水が少しでもされた日を１日として計算しました。



第８ステージのまとめ
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１．庄内川からの導水の増量による変化について

■ 水の汚れの印象の変化
猿投橋～港新橋間では、導水の増量期間中の“①きれい”～“③どちらともいえない”*の割合が増量なしの期間より少な

くなり（51％→39％）、水の汚れの印象が悪くなりました。
＊“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理

■ 透視度の変化
猿投橋～港新橋間では、導水の増量の有無による顕著なちがいは確認されませんでした。

■ ＣＯＤの変化
猿投橋～港新橋間では、導水の増量の有無による顕著なちがいは確認されませんでした。

１２ｍｇ／Ｌ

７７ｃｍ

３９％

導水の増量あり

平成22年１０月５日

から１１月２日

顕著な変化なし１０ｍｇ／ＬＣＯＤ

顕著な変化なし７８ｃｍ透視度

悪 化５１％
水の汚れの印象

“きれい”～“どちらとも
いえない”の割合

評 価

導水の増量なし

平成22年9月12日

から１0月4日

同年11月3日

から１2月17日

項 目

※栄橋～猿投橋間は、調査データ数が少なかったため、猿投橋～港新橋間の調査データのみで評価

猿投橋～港新橋間

庄内川からの導水の増量による変化について説明をします。

栄橋～猿投橋間は、調査データ数が少なかったため、猿投橋～港新橋間の調査デー
タのみで評価します。

まず、水の汚れの印象の変化についてです。

“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理しました。

猿投橋～港新橋間では、導水増量期間中の“①きれい”～“③どちらともいえない” の
割合が増量なしの時の５１％から３９％に減りました。これは水の汚れの印象が悪くなっ
たということです。

次に透視度の変化についてです。

猿投橋～港新橋間の透視度は、導水の増量なしの時に７８ｃｍ、増量ありの時に７７ｃ
ｍでした。導水の増量の有無による顕著なちがいは確認されませんでした。

次にＣＯＤの変化についてです。

猿投橋～港新橋間のＣＯＤは、導水の増量なしの時に１０ｍｇ／Ｌ、増量ありの時に１
２ｍｇ／Ｌでした。導水の増量の有無による顕著なちがいは確認されませんでした。



第８ステージ
H22.9.12-12.17

①きれい
7%

④ややき
たない
34%
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い
21%
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10%

②ややき
れい
28%

庄内川からの
導水増量期間
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-11.2
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10%

汚れの印象

0

1

2

3

4

5

H22.4.1 H22.5.1 H22.6.1 H22.7.1 H22.8.1 H22.9.1 H22.10.1 H22.11.1 H22.12.1

汚
れ
の
印

象
第7ｽﾃｰｼﾞH22.4.1～6.30 第8ｽﾃｰｼﾞH22.9.12～12.17

■ 猿投橋～港新橋間

増量期間

平成22年4月1日～12月17日

1.きれい、2.ややれい、3.どちらともいえない、4.ややきたない、5.きたない

庄内川からの導水の増量期間 水の汚れの印象の変化

増量期間中は“きれい”～“どちらともいえない”*
の割合が少なかった

51％

39％

第８ステージ

増量なし 増量あり

1919

前日・当日の降雨なし

＊“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理

具体的にグラフで庄内川からの導水の増量による水の汚れの印象の変化を見てくだ
さい。“きれい”～“どちらともいえない”の割合が５１％から３９％に減り、水の汚れの印
象が悪くなったということがわかります。



透視度
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H22.4.1 H22.5.1 H22.6.1 H22.7.1 H22.8.1 H22.9.1 H22.10.1 H22.11.1 H22.12.1
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度
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m
)

第7ｽﾃｰｼﾞH22.4.1～6.30 第8ｽﾃｰｼﾞH22.9.12～12.17

■ 猿投橋～港新橋間
第7ステージ
平均52cm

増量期間 平均77cm

庄内川からの導水の増量期間 透視度の変化

増量期間

導水増量による
顕著な変化は確認されなかった

増量なし期間 平均78cm

2121

平成22年4月1日～12月17日 前日・当日の降雨なし

第8ステージ 平均78cm

ＣＯＤ

0

5

10

15

20

H22.4.1 H22.5.1 H22.6.1 H22.7.1 H22.8.1 H22.9.1 H22.10.1 H22.11.1 H22.12.1

Ｃ
Ｏ

Ｄ
(
mg
/L
)

第7ｽﾃｰｼﾞH22.4.1～6.30 第8ｽﾃｰｼﾞH22.9.12～12.17

■ 猿投橋～港新橋間
第7ステージ
平均11ｍｇ／Ｌ

増量期間 平均12mg/L

増量期間

導水増量による
顕著な変化は確認されなかった

増量なし期間 平均10mg/L

第8ステージ 平均11ｍｇ／Ｌ
2020

具体的にグラフで庄内川からの導水の増量による透視度とＣＯＤの変化を見てくださ
い。

透視度とＣＯＤは、調査日によって変化をしていますが、平均値で評価すると導水の増
量の有無による顕著なちがいは確認されませんでした。



導水停止後の変化

項目
港新橋

～大瀬子橋
大瀬子橋
～松重橋

松重橋
～朝日橋

朝日橋
～城北橋

城北橋
～猿投橋

評価方法

第7ｽﾃｰｼﾞ - ● ● - ●
導水期間中（春～初夏）と
第7ステージ（導水停止後：春～初夏）を比較

第8ｽﾃｰｼﾞ - ● -
導水期間中（秋～初冬）と
第8ステージ（導水停止後：秋～初冬）を比較

第7ｽﾃｰｼﾞ - - ● - ●

第8ｽﾃｰｼﾞ - ● ● - ●

第7ｽﾃｰｼﾞ - - ● - ●

第8ｽﾃｰｼﾞ - ● - ●

第7ｽﾃｰｼﾞ - ● - - ●

第8ｽﾃｰｼﾞ - ● - ●

第7ｽﾃｰｼﾞ - ● - - ●

第8ｽﾃｰｼﾞ - ● -

注) ●：導水停止後に悪化を確認した区間
－：調査データが"ない"又は"少ない（9件以下）"ため、評価をしなかった区間を示す。

臭いの
発生状況

水の汚れの
印象

透視度

ＣＯＤ

あわの
発生状況

２．木曽川からの導水が停止した後の堀川の変化について

導水停止後に堀川の水質が悪化したことを確認
（第7・第８ステージ）

導水期間中に浄化の効果があったと考えられます
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■ 水の汚れの印象について

猿投橋～城北橋、朝日橋～大瀬子橋間の水の汚れの印象は、導水停止直後の第７
ステージ（春～初夏）が第５ステージ（導水中）よりも“きれい”～“どちらともいえない” の
割合が減少し、水の汚れの印象が悪化しました。しかし、第８ステージ（秋～初冬）は、昨
年の同時期の第６ステージ （導水中）よりも“きれい”～“どちらともいえない”の割合が増
加し、水の汚れの印象が改善しました。色やごみなどの変化が水の汚れの印象に影響し
たようです。

このため、第８ステージの結果からは、導水期間中に水の汚れの印象が改善していた
かどうかがわかりませんでした。

■ 透明感について

導水停止後の第８ステージの透視度は、猿投橋～城北橋間、朝日橋～大瀬子橋間で
導水期間中（第６ステージ）よりも透視度が２cm～１３cm減少しました。特に朝日橋～
松重橋間で大きく減少しました。この結果から導水期間中に透視度が改善していたこと
がわかりました。

■ ＣＯＤについて

導水停止後の第８ステージは、猿投橋～城北橋間、朝日橋～大瀬子橋間で導水期間
中（第６ステージ）よりもＣＯＤが１ｍｇ/Ｌ～4ｍｇ/Ｌ増加しました。特に猿投橋～城北
橋間で多く増加しました。この結果から導水期間中にＣＯＤが改善していたことがわかり
ました。

■ あわについて

第８ステージは、導水期間中（第６ステージ）よりも猿投橋～城北橋間と朝日橋～松重
橋間で“あわ”の発生頻度が増加しました。導水期間中は、あわの発生原因の１つとなっ
ている底質が改善していたものと考えられます。

■ 臭いについて

第８ステージは、導水期間中（第６ステージ）よりも朝日橋～松重橋間でにおいが減少
し、松重橋～大瀬子橋間で “におい”が増加しました。松重橋～大瀬子橋間は、導水期



改善区間の整理

項目 評価方法
港新橋

～大瀬子橋
大瀬子橋
～松重橋

松重橋
～朝日橋

朝日橋
～城北橋

城北橋
～猿投橋

第1～6ステージ：導水期間中
　導水期間中の改善傾向

- - ○ ○ ○

導水期間中（春～初夏）と
第7ステージ（導水停止後：春～初夏）を比較

- ● ● - ●

導水期間中（秋～初冬）と
第8ステージ（導水停止後：秋～初冬）を比較

- ● -

第1～6ステージ：導水期間中
　導水期間中の改善傾向

- - ○ - ○

導水期間中（春～初夏）と
第7ステージ（導水停止後：春～初夏）を比較

- - ● - ●

導水期間中（秋～初冬）と
第8ステージ（導水停止後：秋～初冬）を比較

- ● ● - ●

第1～6ステージ：導水期間中
　導水期間中の改善傾向

- - ○ ○ ○

導水期間中（春～初夏）と
第7ステージ（導水停止後：春～初夏）を比較

- - ● - ●

導水期間中（秋～初冬）と
第8ステージ（導水停止後：秋～初冬）を比較

- ● - ●

第1～6ステージ：導水期間中
　導水期間中の改善傾向

- - ○ - ○

導水期間中（春～初夏）と
第7ステージ（導水停止後：春～初夏）を比較

- ● - - ●

導水期間中（秋～初冬）と
第8ステージ（導水停止後：秋～初冬）を比較

- ● - ●

第1～6ステージ：導水期間中
　導水期間中の改善傾向

- - - ○ ○

導水期間中（春～初夏）と
第7ステージ（導水停止後：春～初夏）を比較

- ● - - ●

導水期間中（秋～初冬）と
第8ステージ（導水停止後：秋～初冬）を比較

- ● -

注） ○：導水期間中の改善が確認された区間
●：導水停止後に悪化したことにより、導水期間中の改善が確認された区間
－：調査データが"ない"又は"少ない（9件以下）"ため、評価をしなかった区間を示す。

透視度

ＣＯＤ

あわの
発生状況

水の汚れの
印象

臭いの
発生状況

1414

●導水停止後の調査でも導水期間中に浄化の効果があったことを確認

水質は木曽川からの導水期間中（第１ステージ～第６ステージ）に改善の傾向であったが、導水停止後（第７・第８
ステージ）に悪化した区間が確認されました。これによって導水期間中に浄化の効果があったことが確認されました。

ここでは、第１ステージから第６ステージで確認された導水期間中の改善の傾向と前
ページの結果を並べて掲載しました。



2626

第６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第８ステージ： 木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし導水期間中と導水停止後の比較

水の汚れの印象
“きれい”～“どちらともいえない”*の割合
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167552705 2169 25147調査数

データ数が少ない

データなし

９％増加

データ数が少ない １２％減少

７％増加

導水期間中に水の汚れの印象が改善

■導水停止後に猿投橋～港新橋間の水の汚れの印象はどのように変化したのか？

朝日橋～松重橋間で水の汚れの印象が減少しました。この結果から朝日橋～松重橋
間で導水期間中に水の汚れの印象が改善していたことがわかりました。

＊“①きれい”～“③どちらともいえない”を市民の許容範囲として整理をしてみました。



透視度の変化

3333

第６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第８ステージ： 木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導水期間中と導水停止後の比較
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■導水停止後に猿投橋～港新橋間の透視度はどのように変化したのか？

導水停止後の第８ステージの透視度は、猿投橋～城北橋間、朝日橋～大瀬子橋間で
導水期間中（第2,4,6ステージ）よりも透視度が４ｃｍ～１０ｃｍ減少しました。特に朝日
橋～松重橋間で大きく減少しました。

この結果から導水期間中に透視度が改善していたことがわかりました。



ＣＯＤ

4040

第６ステージ： 木曽川からの導水あり
前日・当日の降雨なし

第８ステージ： 木曽川からの導水なし
前日・当日の降雨なし

導水期間中と導水停止後の比較
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データ数が少ない
２mg/L
増加

４mg/L
増加

導水期間中にＣＯＤが改善

■導水停止後に猿投橋～港新橋間のＣＯＤはどのように変化したのか？

導水停止後の第８ステージは、猿投橋～城北橋間、朝日橋～松重橋間で導水期間中
（第2,4,6ステージ）よりもＣＯＤが２ｍｇ/Ｌ～４ｍｇ/Ｌ増加しました。特に猿投橋～城北
橋間で多く増加しました。

この結果から導水期間中にＣＯＤが改善していたことがわかりました。
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導水期間中と導水停止後の比較
第６ステージ： 木曽川からの導水あり

前日・当日の降雨なし
第８ステージ： 木曽川からの導水なし
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あわが増加
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あわの発生頻度が増加
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名城水処理C

木曽川からの導水新堀川合流

あわの発生頻度が増加

あわの発生状況

導水期間中にあわの発生頻度が減少

■導水停止後に猿投橋～港新橋間の“あわ”はどのように変化したのか？

導水停止後の第８ステージは、導水期間中（第６ステージ）よりも猿投橋～城北橋間と
朝日橋～松重橋間で“あわ”の発生頻度が増加しました。

導水期間中は、あわの発生原因の１つとなっている底質が改善していたものと考えら
れます。
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港新橋 大瀬子橋 松重橋 朝日橋 城北橋 猿投橋

名城水処理C

木曽川からの導水新堀川合流

においが悪化

においの発生状況

導水期間中ににおいが改善

■導水停止後に猿投橋～港新橋間の“におい”はどのように変化したのか？

導水停止後の第８ステージは、導水期間中（第６ステージ）よりも朝日橋～松重橋間で
においが減少し、松重橋～大瀬子橋間で “におい”が増加しました。松重橋～大瀬子橋
間は、導水期間中ににおいが改善していたことがわかりました。（臭わない・やや臭うの
割合が増加）

なお、第８ステージにおいて朝日橋～松重橋間でにおいが改善（臭わない・やや臭うの
割合が増加）した理由については、現時点のデータで分析することはできません。



第８ステージの生き物の様子

6565

生き物調査
黒川ドリ－ム会会長(堀川１０００人調査隊実行委員会
会長）の梅本さんの指導のもとで「堀川生き物調査」が開
催されました。
モクズガニ、スジエビ、ザリガニ、オイカワ、メダカ等。

報告：御用水跡街園愛護会調査隊

納屋橋付近で10
月中旬頃から１２
月中旬にモクズガ
ニが見られました。
産卵のために降
下しているものと
考えられます。

納屋橋付近で今年
もたくさんのベンケ
イガニが見られまし
た。（４月頃から１１
月頃にかけて）

黒川ドリ－ム会会長(堀川１０００人調査隊実行委員会会長）の梅本さんの指導のも
とで「堀川生き物調査」が開催され、モクズガニ、スジエビ、ザリガニ、オイカワ、メダカ等
の生息が確認されました。納屋橋付近で今年もたくさんのベンケイガニが見られました。
また、モクズガニが海に向かって降下する姿もみられました。



北清水橋

38%

8%

14%

40%
0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～8ステージ
調査数37

城北橋

28%

13%

32%

27%

0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～8ステージ
調査数85

小塩橋

18%

35%

10%

37%

0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～8ステージ
調査数49

錦橋

30%

50%

11% 9%

0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～8ステージ
調査数160

尾頭橋

4%

10%

29%

57%

0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～8ステージ
調査数83

夫婦橋

19%

8%

16%

57%

0

20

40

60

80

100
上流向き

風無し

下流向き

横から

第1～8ステージ
調査数37

風の向き（導水あり、降雨なし）

上流向きの風

下流向きの風

横
か
ら
の
風

6969
堀川に沿って吹く風が多い

■風の向きは？

第１ステージから第８ステージまでの全部のデータを使って、整理をしてみました。

横から吹く風よりも、堀川に沿って吹く風の割合の方が多いようです。

錦橋では約８割が堀川に沿って風が吹いているようです。



５．市民意識の向上 学習会など

平成22年中村エコライフ学校 第3回
場所：名古屋市中村保健所
報告:事務局

学習会「堀川の現状と未来について」
開催：中鯱城会
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

木曽広域連合議会
経済観光常任委員会
堀川を視察研修
案内：名古屋堀川ライオンズクラブ
協力：名古屋市上下水道局
報告：事務局

堀川生き物観察会
主催：堀川ドリーム会調査隊
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

第7回 堀川１０００人調査隊会議
報告：事務局
場所:名城水処理センター

中川区八熊小学校5年生
堀川乗船体験
報告：事務局

名古屋友禅の工房見学と御用水跡街園を歩こう会
開催：鯱城・堀川と生活を考える会調査隊
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

秋の歴史ウォーク
主催：名古屋市上下水道局
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

7070

主な学習会などを整理しました。



市民意識の向上 学習会など

堀川開削４００年記念
シンポジウム
都市河川の蘇生とまちづくり
報告：事務局

名古屋友禅の
工房見学と御
用水跡街園を
歩こう会

中川区八熊小学校５年生
堀川総合学習の成果発表
報告：事務局

堀川体験乗船
丸の内中学校１年生
開催：名古屋ホストライオンズクラブ
報告：事務局堀川体験乗船

名瀬地区高等学校社会科教育研究会の皆さん
協力：名古屋堀川ライオンズクラブ COP10会場

見学
地球倶楽部
調査隊

なごや緑カレッジ 成果報告会
名城大・大同大・名古屋工業大・
名古屋学院大の建築・都市計画・
土木・経済系の５研究室の学生の皆さん
報告：名古屋工業大学准教授

秀島栄三先生

堀川ライオンズ
クラブ 散策

御用水歩こう会 街路樹大討論会

報告：御用水跡街園愛護会調査隊 報告：御用水跡街園愛護会調査隊 報告：御用水跡街園愛護会調査隊

7171

主な学習会などを整理しました。



「秋の堀川花盛り」フラワーハンギングバスケットの作成
報告：事務局、かわせみ調査隊

市民意識の向上 自由研究・応援隊などの活動

清掃活動 堀川上流部合同清掃会
参加：ロマン黒川
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

堀川１０００人調査隊代表
河村市長を訪問
第７回調査隊会議の結果報告

ＥＭ団子投入
堀川エコクラブ 堀川ドリーム会
報告：堀川エコクラブ
（名古屋市高年大学２２期調査隊）

堀川にすむ魚
作成：名古屋市緑政土木局

堀川総合整備室

名古屋北ホームニュース
平成２２年９月１１日より

清掃活動 開催・報告：鯱城・堀川と生活を考える会調査隊

清掃活動 JAのスタッフの方々

定点観測
明電舎錦調査隊

7272

自由研究・応援隊などの活動を整理しました。



堀川水質調査の成果発表(堀川ギャラリー)
鯱城・堀川と生活を考える会
報告：事務局

市民意識の向上 自由研究・応援隊などの活動 7373

中日新聞 平成２２年１０月２３日朝刊

清掃活動 ＥＭ団子投入
名古屋地区ライオンズクラブ
地域の市民の皆さん
３３４A地区 １R １Z＋２Z
合同アクティビティ

おもてなし武将隊
御用水跡街園で
番組撮影
報告：御用水跡街
園愛護会調査隊

清掃活動 ロマン黒川 支援センタ－なないろ
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

名古屋市高年大学鯱城学園文化祭
研究成果の発表
名古屋市高年大学２４・２５期調査隊
報告：事務局 中日新聞 平成２２年１２月１日朝刊

清掃活動
中日本建設コンサ
ルタント（株）
かわせみ・かるがも
調査隊、かもめ応
援隊

COP10 関連イベント
堀川のヘドロ体験開催
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

自由研究・応援隊などの活動を整理しました。



市民意識の向上 自由研究・応援隊などの活動など

納屋橋 空芯菜栽培実験
恵那農業高等学校
名古屋堀川ライオンズクラブ
報告：事務局

中日新聞
平成２２年１０月１５日
朝刊

読売新聞 平成２２年１１月２１日 朝刊より

納屋橋 タイムカプセル開封･展示
名古屋経済大学市邨高等学校
名古屋堀川ライオンズクラブ
協力：シーフードレストラン ほとりす
報告:事務局

納屋橋の空芯菜
栄養価と水質浄化効果を分析
岐阜県立恵那農業高等学校 環境学科
森本達雄先生 報告：事務局

7474

自由研究・応援隊などの活動を整理しました。



環境デーなごや
名古屋市高年大学２４期、２５期調査隊
名古屋堀川ライオンズクラブ調査隊
報告：事務局

堀川スターフェスティバル2010
主催：堀川スターフェスティバル実行委員会
報告：事務局、御用水跡街園愛護会調査隊

中日新聞
２０１０年
８月３０日
朝刊より

第６回堀川エコロボットコンテスト２０１０
主催：名古屋工業大学

名古屋堀川ライオンズクラブ
報告：御用水跡街園愛護会調査隊

堀川でお月見 船上トークセッション
名古屋学院大学シティカレッジ２０１０
主催：名古屋学院大学地域連携センター
協力：堀川文化を伝える会
報告：事務局

ナゴヤ堀川・
歴史観光クルーズ
報告：
御用水跡街園愛護会調査隊

中日新聞
平成２２年１０月２日
朝刊より

フラワーガーデン点灯式
主催：名古屋ホストライオンズクラブ

名古屋名城ライオンズクラブ
名古屋中ライオンズクラブ
名古屋北ライオンズクラブ
名古屋城北ライオンズクラブ
名古屋栄ライオンズクラブ
名古屋堀川ライオンズクラブ

報告：事務局

市民意識の向上 イベントなど

7575

イベントなどの開催の様子を整理しました。



中日新聞（木曽地域版）
平成２２年１２月１４日

第８回 堀川ウォーターマジックフェスティバル 報告:事務局

第３回 木曽川がつなぐ山とまち インターネットフォーラム
企画・実施：木曽川がつなぐ山とまちインターネットフォーラム実行委員会

堀川１０００人調査隊２０１０実行委員会
特別協賛：アサヒビール株式会社、社団法人中部建設協会
報告：事務局

堀川ウォーターマジックフェスティバル
同時開催連携イベント

名古屋下町散歩日和 円頓寺商店街
報告:事務局

市民意識の向上 イベントなど

7676

イベントなどの開催の様子を整理しました。


